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１． 研究目的 
現在の日本の大学では，進学率の向上などによ

って多様な学生が入学するようになっており，そ

の結果，学生の質の変化（将来の職業や学修への

自覚の欠如）が指摘されている．また，産業構造

の変化や就業構造の変化といった社会全体を通じ

た構造的な問題も生じている中で，近年，大学に

対する社会的な要請が大きく変わりつつある． 
その一つの大きな柱が大学の教育改革（教育の

質保証）である．大学教育・授業を取り巻く様々

な環境整備（学生による授業評価，ファカルティ・

ディベロップメント，GPA による厳格な成績評価

など）をはじめ，初年次教育の充実や出口（卒業

後）の質保証，ミッションの再定義など，様々な

取り組みによって大学の独自性を打ち出し，質の

高い教育を提供することは，社会からの要請であ

ると同時に大学の生き残りにも関わっている． 
2018 年版文部科学統計要覧（文部科学省, 2018）

によると，2017 年度時点での大学の数は 780 校（国

立：86 校，公立：90 校，私立：604 校）と 20 年

前と比べると 200 校強増加している．一方で，日

本の 18 歳人口は年々減少してきており，2020 年

度を目途に更に減少が進むことが明らかとなって

いる．このような人口減少社会になることを考え

ると，「選ばれる大学」になるための教育改革が急

務であろう．つまり，大学の独自性，特色をいか

に打ち出していくことが出来るのかが大学の存続

に関わってくると考えられ，そのためにも，現在 

の大学の教育カリキュラムを整理することが重要

となる． 
申請者らは 2017 年度に，上記の問題意識に基づ

き，日本の女子大学における心理学教育に焦点を

あて，その教育カリキュラムについて整理・体系

化を行っている．具体的には，各大学（41 大学）

の HP より「授業名」「3 つのポリシー」「カリキュ

ラム構成」などの情報を収集し，それらのデータ

を整理している．分析の結果，（１）心理学を教え

ている女子大学は 1,001 人以上の規模の大学が 9
割を占めており，学生数の比較的少ない大学にお

いては設置されていないこと，（２）専門科目のプ

ログラムを作りこむことに力を入れている大学と，

教養と専門をバランス良く学ぶことに力を入れて

いる大学があり，必修科目の内容によって大学の

独自性を打ち出すことが可能であること，（３）3
つのポリシーをもとに大学の特徴を捉えるアプロ

ーチが有用であること，を明らかにしている． 
そして，2018 年度には，専門科目の必修科目に

焦点を当て，2017 年度との比較を行った．その結

果，教育カリキュラムに大きな違いは認められな

かった．どちらにおいても，大学教育の分野別質

保証のための教育課程編成上の参照基準（心理学

分野）に関する報告書の中で言及されていた 2 つ

の素養に対応すると考えられる「心理学概論」「心

理学実験」「心理学研究法」「心理学統計法」「心

理的アセスメント」の 5 科目が，多くの大学の必

修科目として設定されていた．高等教育研究にお
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いて，心理学の教育カリキュラムについての研究

は，これまでに行われておらず，得られた知見に

は一定の意義があったと考えられるが，（１）専門

科目の必修科目だけではなく，選択科目を見てい

く必要があること，（２）2019 年度に教育カリキ

ュラムの改革を行う大学が複数あったことなど，

今後の課題も見いだされた． 
そこで，本研究では，2017 年度，2018 年度から

の継続研究として，日本の大学における心理学に

関する教育カリキュラムを，（1）専門必修科目だ

けではなく，専門選択科目による比較，（2）2017
年度～2019 年度の経年比較という 2 つの軸により

検証することにより，女子大学における教育カリ

キュラムの特徴や改善点を整理することを目的と

した． 
 

２． 研究実施内容 
分析対象 

本研究では，2017 年 2 月の段階において，日本

心理学会 HP の中の「心理学を学べる大学」に掲

載されていた 270 大学のうち，41 の女子大学を分

析の対象とした．公認心理師対応のために，新た

に心理学教育を開始する大学も存在すると考えら

れるが，本研究では 2017 年度～2019 年度の比較

を目的の一つに組み込んでいるため，扱わないこ

ととした．なお，1 つの大学において複数の学科・

専攻で心理学教育を実践している場合は，個別に

分析を行った． 
データ収集時期 

2020 年 1 月～3 月の間に，心理学，社会学，社

会福祉学の専門家および臨床心理学を専攻する大

学院生 3 名によってデータの収集を行った．なお，

データの収集は，各大学の HP に掲載されている

情報に限定した． 
データ収集内容 

（1） 基本情報：大学名，学科・コース・専攻

名，設立年，偏差値，学生数，専任教員数，教員

1 人の学生数，公認心理師対応の有無について収

集した．なお，偏差値については，民間のサイト

に掲載されているものを収集したため，あくまで

も参考資料である． 
（2）3 つのポリシー：アドミッションポリシー

（AP），カリキュラムポリシー（CP），ディプロマ

ポリシー（DP）の内容および文字数について収集

した． 

（3） 教育カリキュラム：必修科目数，必修科

目単位数，必修科目の科目名，それ以外の科目数，

それ以外の科目単位数，卒業要件単位数，卒業要

件単位数（専門科目），専門選択科目の科目名，専

門選択科目数について収集した． 
 
３． まとめと今後の課題 
現段階で得られた結果について，まとめて報告

する．まず，大学概要を見ると，公認心理師養成

に合わせて，2018 年度や 2019 年度に改組を行っ

ている大学が複数見られた．そして，必修科目に

関しては，昨年度の研究結果と同様に，教育カリ

キュラムに大きな違いは認められなかった．具体

的には，「心理学概論」「心理学実験」「心理学研究

法」「心理学統計法」「心理的アセスメント」など

の科目が多くの大学で設置されていた．しかしな

がら，必修科目数という観点で見ると，4 科目か

ら 33 科目と大学によって大きく異なっており，こ

こに大学の特徴が現れていることが明らかとなっ

た．さらに，専門選択の科目を見ると，大学によ

る違いが大きく，大学の特徴が顕著であった．あ

る特定の分野に関する科目が複数開講されている

大学や，その大学にのみ開講されている科目など

多様であった．専門選択科目数を見ても，1 桁の

科目を開講している大学から 100 を超える科目を

開講している大学もあり，大学の中で心理学教育

がどのように位置づけられているのかについて専

門選択科目を通して整理することの有用性が示さ

れたと考えられる． 
今後は，引き続き，データの分析を進めていく．

その際に，まずは，2017 年度～2019 年度の間に，

科目名の変更や科目の増減が見られたのかどうか

について大学ごとにまとめることとする．そして，

公認心理師養成の対応の有無による教育カリキュ

ラムの違いや，学生数による教育カリキュラムの

違いに着目をして分析を行う予定である．また，

必修科目名や専門選択科目名に関して，大学教育

の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基

準（心理学分野）と対応づけて分析を行うことで，

女子大学における教育カリキュラムの特徴や改善

点を整理していく． 
 

４． この助成による発表論文等 
2020 年度に学会発表および論文投稿を予定して

いる．

 


